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EHR：歴史

MML

2011 EHRの共同利用 (SaaS)

1995 MML alpha (SGML)

1999 MML 1.0 (XML)

2001～Dolphin Project

2002 MML 2.0～3.0, はにわネット, ひご・メド（宮崎、熊本）
2003 HOTプロジェクト（東京）

2006 まいこネット（京都） 
　　　superDolphin 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2015～千年カルテ

2015 千年カルテプロジェクト 
(ISO13606ベース共同利用型)

2019 医療情報2次利用

HL7 

PHR: Personal Health Record 
EHR: Electronic Health Record 
EMR: Electronic Medical Record
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本研究事業では、EHRシステムの基盤としてB to B / B to Cの機能を実現することで、参加医療施設
や患者にメリットを提供するとともに、医療情報の二次活用を進めることで、全国の医療情報利活用と
EHRの運用を自立採算で継続する仕組みを目指しています。

EHRシステム
医療情報DB
(ISO13606)

生活者

顕名二次
利用DB

二次利用運用機関 顕名データ運用機関
情報提供依頼承認・情報提供

依頼
（同意）

診療情報

閲覧

情報提供依頼

EHR:医療施設連携による診療支援 PHR:個人への健康・
医療情報の提供

データ利活用：医療情報を活用したデータ分析

匿名二次
利用DB

EHR運用機関

9 個人同意契約管理
9 閲覧者の認証

9匿名化情報の蓄積
9統計処理

ライフケア
関連企業

医療関連機関、大学等、
製薬企業、行政 等

医療関連
機関

9 医療情報の規格化・匿名化

研究事業の概要（千年カルテプロジェクト）

本研究事業の目指す姿
・ B to B & B to C : EHRシステムの構築
¾ データセンター内に、”ISO13606”をベースに設計したフォー
マットを採用したDBと、各種フォーマットからの変換マッパー
を準備することで、施設が抽出フォーマットに制限されること
なく、参加施設にとって負担の小さいシステムを構築します。

・ B to B & B to C : EHRの活用
¾ 診療データの安全な保存により、災害時等での医療の継
続性を担保します。

¾ 患者さんへの診療データ提供を通じて、健康意識の啓発、
病気の予防を実現します。

¾ 地域連携医療に貢献し、医療の質・安全性・医療コストの
低減に寄与します。

・ B to R：EHRに蓄積したデータの二次活用推進
¾ 法整備を含め国のデータ利活用に向けた検討の動きに合
わせて、医療情報の利活用を推進する準備を行います。

・ 循環モデルの実現
¾ 医療情報の二次利活用での利用料により、EHRシステム
の永続的な運営と参加医療施設の拡大を進めます。

•今後の展開
•平成27年度はEHRシステムの構築を完了しており、
参加表明医療施設も継続して拡大中です。

•今後も医療情報の分析実証・各種機関のあり方の
研究など、医療情報の利活用と循環モデルの実現に
向けた実践的取り組みを推進していきます。

病院 診療所 ・・・

Mapper(ISO13606変換)

・・・

健康情報
閲覧

承認・情報提供

B to B B to C

B to R

利用料

利用料⇒
EHR運営、
医療施設拡大費用

お願い事項と
責任分界点データ接続サービスプロジェクト

概要

千年カルテPJの概要



医療機関等から千年DBまで 
情報の流れ

Hosp

MML

MML

Hadoop

U/L

U/C

JSON・HL7

U/C

gEHR（千年カルテ）

JSON・HL7 FS

Mapping to  
ISO13606Clinic

検査機関

MML

HL7 CDA
ISO13606

U/L: Up Loader 
U/C: Up Converter 
        (JSON・HL7 to MML)

MML 

オフライン

MML 
HL7 2.5 
HL7 CDA 
DPC・レセ電

健診機関

HL7 2.5

DPC・レセ電

DPC・レセ電
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千年カルテの進捗

沖縄

北海道、本州、四国、九州

現時点まで、全国11病院の接続が完了しており、今年度も約20病院の接続が完了予定です。
来年度以降も継続して接続病院の拡大を予定しております。

お願い事項と
責任分界点データ接続サービスプロジェクト

概要

年度 参加医療機関数

平成27年度 11
平成28年度 約20
平成29年度 約40



6

将来計画

平成30年度の研究事業終了以降も見据えEHR機能の拡張、将来の医療情報利活用によ
る医療の質向上の研究を進めます。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

医療情報の利活
用と循環モデル

の実現

Ｅ
Ｈ
Ｒ

EHRシステムの運営

参加機関の拡大

EHR運用機関の立上げ／運営EHR運用機関の検討

EHRシステム
の試作

参加機関接続に向け
た環境整備

環
境

組
織

二
次
利
用

運用機関
機能検討

二次利用試
行運用

医療情報の有
益な分析手法の

研究
充足度
検証

（匿名データ）利活用
者要件調査

パイロット構築

基礎調査

環
境

組
織

医療情報を元にした分析検証
(京都/宮崎大学病院)ニーズ調査

全国への参加医療施設の拡大
EHR基盤構築

試行運用

試行運用

研究フェーズ 事業フェーズ

お願い事項と
責任分界点データ接続サービスプロジェクト

概要
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